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「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に

関
す
る
実
証
実
験

『
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
』の

進
捗
報
告
書
」を
公
表

▼
日
本
銀
行
は
、「
中
央
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
に
関
す
る
実
証
実
験﹃
パ

イ
ロ
ッ
ト
実
験
﹄
の
進
捗
報
告
書
」

（
本
冊
、別
冊
）を
六
月
に
公
表
し
ま

し
た
。

▼
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

実
験
は
、日
本
銀
行
が
構
築
し
た
実

験
用
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
性
能
試
験

等
を
行
う「
実
験
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
と
検
証
」と
、日
本
銀
行
が
事
務

局
と
な
り
、民
間
事
業
者
の
ご
参
加

の
も
と
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

全
体
に
つ
い
て
実
務
的
な
議
論
を
行

う「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
二

本
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
本
報
告
書
の
本
冊
で
は
、実
験
用

シ
ス
テ
ム
の
パ
ー
ト
に
お
い
て
、こ

れ
ま
で
の
検
証
を
通
じ
、オ
ン
ラ
イ

ン
決
済
を
前
提
と
し
た
場
合
に
は
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
社
会
実
装
に
関
し
て
致

命
的
で
解
決
で
き
な
い
技
術
的
問
題

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ー

ト
で
は
、
昨
年
度
中
の
議
論
・
検
討

の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、幅

広
い
テ
ー
マ
に
関
し
て
双
方
向
か
つ

解
像
度
の
高
い
議
論
を
行
う
た
め
、

七
つ
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
三

つ
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
に

再
編
す
る
こ

と
を
示
し
ま

し
た
。
別
冊

で
は
、
読
者

の
理
解
を
深

め
る
べ
く
、

実
験
用
シ
ス
テ
ム
の
パ
ー
ト
の
詳
細

な
説
明
や
、フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
こ
れ

ま
で
の
議
論
の
内
容
の
総
括
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
で
は
引
き
続
き
、パ
イ

ロ
ッ
ト
実
験
で
の
多
角
的
な
検
討
と

議
論
を
続
け
て
い
く
方
針
で
す
。
報

告
書
は
、日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に

関
す
る
連
絡
協
議
会

（
第
一
一
回
）」
お
よ
び

「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
体
会
合（
第
六
回
）」を
開
催

▼
日
本
銀
行
は
、「
中
央
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」

を
五
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
同
協
議

会
は
、中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に

関
す
る
日
本
銀
行
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、民
間
事
業
者
や
政
府
と
の
情

報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、今
後
の

進
め
方
を
協
議
す
る
も
の
で
す
。

▼
一
一
回
目
と
な
る
今
回
の
協
議
会

で
は
、日
本
銀
行
か
ら
、「
中
央
銀
行

デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関
す
る
実
証
実
験

﹃
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
﹄
の
進
捗
報
告

書
」や
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

今
後
の
運
営
方
法
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
を
巡

る
諸
外
国
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、財
務
省
か

ら
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
関
係
府
省

庁
・
日
本
銀
行
連
絡
会
議
で
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

▼
ま
た
、本
年
六
月
に
対
面
形
式
で

開
催
し
た「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
体
会
合（
第
六
回
）」
で
は
、
連
絡

協
議
会
と
同
様
に「
中
央
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
に
関
す
る
実
証
実
験﹃
パ

イ
ロ
ッ
ト
実
験
﹄
の
進
捗
報
告
書
」

や
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
今
後

の
運
営
方
法
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
を
巡
る
諸

外
国
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
ほ
か
、進
捗
報
告
書
の
別
冊
の
内

容
に
つ
い
て
技
術
的
な
論
点
を
中
心

に
紹
介
し
、参
加
者
の
方
々
と
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
各
会
合
の
議
事
概
要
や
最
新
情
報

は
、日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽
支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、
郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、
既刊号全文を日本銀行ホームページ上に掲載しています。　

（https://www.boj.or.jp/about/koho_nichigin/index.htm）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映
しているものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関
する公式見解等については、日本銀行ホームページ（https://
www.boj.or.jp）をご覧ください。

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、ア
ンケートよりお寄せください。日本銀行のホー
ムページからインターネットでもアンケート
にご回答いただけます。

■ 令和８年熊本地震により犠牲になられた方々に謹ん

で哀悼の意を表しますとともに、被災された皆さまに心よ

りお見舞い申し上げます。

■ 今号の「対談」では、東京藝大の日比野学長と増

審議委員が、社会課題を解決する上でのアートの役割

について語り合いました。東京藝大の前身である東京

美術学校の校長を務めた岡倉天心は、横山大観や菱

田春草らを育成し、晩年はボストン美術館に招かれ、西

洋に日本文化の素晴らしさを伝えました。それから1世紀

余を経て、東京藝大は、能や茶道から現代のメディアアー

トまで、文化や芸術が持つ力で私たちの世界を豊かにす

る取り組みを進めており、天心の思いが今日まで受け継

がれているように感じます。

■ 「インタビュー」では、書家の紫舟さんにお話を伺いま

した。ご自身の中で特に印象に残っている作品として、

東日本大震災後に、多くの人々の心を一つにし、力を合

わせていくことへの願いを込めて創作した「日本一心」

を挙げられました。被災された方々に思いを寄せながら、

今、私たち一人一人に何ができるのかを考えることが大

切であると思います。             （村國）
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金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館

企
画
展「
国
芳『
福
』あ
つ
め

│
故
郷
・
日
本
橋
で
再
発
見
│
」

▼
日
本
橋（
現
・
本
石
町
）に
生
ま

れ
、
晩
年
も
日
本
橋（
現
・
人
形
町
）

で
過
ご
し
た
と
さ
れ
る
奇
才
・
歌
川

国
芳
。
そ
の
日
本
橋
に
あ
る
貨
幣
博

物
館
に
て
、か
つ
て
な
い
視
点
の
国

芳
展
を
十
月
三
十
日
か
ら
開
催
し
ま

す
。

▼
著
名
な「
源
頼
光
公
館
土
蜘
作
妖

怪
図
」や「
流
行
猫
の
戯
」シ
リ
ー
ズ

か
ら
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
お
金
や
福
に
ま
つ
わ

る
ア
イ
テ
ム
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
役

者
絵
や
福
神
絵
ま
で
、貨
幣
博
物
館

所
蔵
の
国
芳
の
浮
世
絵
、約
五
〇
点

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
江
戸
経
済
の
中
心
地
・
日
本
橋
で
、

地
元
が
生
ん
だ
絵
師
の
筆
致
か
ら
、

福
に
彩
ら
れ
た
江
戸
の
文
化
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

︻
入
館
料
︼無
料

︻
休
館
日
︼月
曜
日（
た
だ
し
祝
休
日

は
開
館
）、
年
末
年
始（
十
二
月

二
十
九
日
～
一
月
四
日
）

︻
開
館
時
間
︼午
前
九
時
三
十
分
～
午

後
四
時
三
十
分（
入
館
は
午
後
四

時
ま
で
）

※
最
新
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

︻
所
在
地
︼東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本

石
町
一ｰ

三ｰ

一




